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す
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盲
人
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あ
全
日
閣
に
数
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く
あ
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学
援
引
先
い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
、
我
一

コ
偽
\
ん
ま
と
い
う
職
要
は
、
重
量
人
を
霊
さ
ず
道
官
あ
ん
ま
官
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雲
間
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奈
委
員
一
…
\
業
に
よ
っ
て
喜
べ
く
、
豪
が
、
莫
大
な
経
費
を
か
徳
川
時
代
よ
り
寝
入
の
お
霊
と
し
川

神
山
委
一
一
亡
し
、
饗
予
を
養
い
け
て
書
す
る
教
育
機
関
で
あ

D
ま
で
今
日
ま
で
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
川
平
塚
布
箕
面
〈
さ
な
さ
を
守
り
つ
づ
け
て
今
日
に

ゐ
哨
町
一
一
…
子
著
書
心
、
基
に
貢
献
も
し
ず
。
語
学
校
重
喜
志
は

D

の
箱
書
の
人
々
が
背
、
さ
ん
た
ん
一
の
一
倍
(
し
ゅ
く
)
に
、
陶
山
る
。
実
に
八
百
年
の
需
で
あ
る
。

a

義
町
田
会
〉
一
山
て
き
ま
し
光
。
し
て
、
乙
の
五
@
あ
ん
ま
。
に
よ
っ
て
、
霊
議
ん
の
結
果
、
今
日
の
係
書
効
果
を
編
…
(
ず
や
ま
)
毒
と
す
る
家
が
数
戸
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か
る
例
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が
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と
し
て
は
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一
寺
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長
一
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委
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を
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で
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。
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務
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〈
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光
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潟
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、
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路
盲
人
の
命
の
…
一
塁
の
前
橋
署
ノ
与
一
憲
で
策
で
あ
る
。
ま
た
巨
費
号

、
富
凶
諸
問
半
を
委
ま
…
そ
れ
を
獲
い
、
葬
つ
な
で
あ
る
ニ
あ
る
。
義
患
は
股
誌
の
尽
附
閉
山
玄
一
一
@
し
で
は
国
一
七
番
地
駒
山
均
民
、
当

け
同
い
一
玄
…
後
湯
田
し
…

F
る
の
さ
す
。
売
に
な
ら
な
い
と
し
た
場
合
、
だ
れ
ベ
き
グ
は
?
今
あ
ん
ま
?
を
…
一
援
要
六
@
援
護
一
一
一
郎
等
十
五
騎
六
一
番
通
上
賢
官
尚
一
一
一
民
の
家
な
ど
揖

援
箆
…
襲
…
場
品
制
緩
司
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を
保
護
し
、
め
ん
ど
ラ
議
案
、
容
に
議
け
と
は
い
…
一
と
と
も
に
群
が
る
君
、
衛
星
宮
ら
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
長
田
ノ
怨

ポ
い
し
さ
設
が
…
す
と
い
習
を
こ
の

9
あ
ん
ま
e

を
見
て
く
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
い
な
が
ら
、
署
長
り
あ
げ
な
く
…
一
し
め
苦
宮
、
結
局
事
長
突
の
南
側
の
器
ぎ
に
位
還
し
て
い
る

o

J
出
加
融
紅
尉
…
は

2
と
い
う
職
業
に
自
を
つ
け
進
一
句
襲
、
警
の
人
に
は

4
D

と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
…
刀
砕
け
箭
演
じ
、
一
軍
警
警
し
深
一
一
言
言
放
あ
っ
て
票
翠
静

A
午
鹿
川
員
〈
一
術
セ
Y
タ
!
と
し
て
は
豆
に
ほ
乙

b

得
一
度
風
間
思
議
雨
量
雲
仙
揖
す
る
蓋
英
一
一
出
し
、
ま
だ
そ
の
勢
い
を
利
用
し
、
立
@
灸
@
あ
ん
ま
。
以
外
適
職
は
な
い
で
す
。
…
一
花
。
こ
の
こ
と
は
嵩
亘
書
銭
高
受
懇
話
ら
上
野
艇
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
警

護
金

a富
山
襲
警
官
こ
る
襲
で
あ

2
0

一
露
喜
朗
を
す
他
墨
震
に
必
要
な
る
議
は
泰
弘
多
く
の
学
校
ま
で
で
き
力
年
と
い
う
乙
と
を
凶
ぴ
受
も
ち
ろ
豪
央
銀
霊
安
関
係
官
…
一
記
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
知
ら
れ
は
陶
山
一
族
議
喜
一
一
ヅ
引
」
を

ん
湾
二
十
八
日
平
塚
市
金
沼
地
区
長
官
霊
長
議
室
案
内
さ
れ
戸
て
一
れ
り
つ
く
せ
り
で
あ
る
刀
に
数
百
名
づ
っ
タ
あ
ん
ま
業
者
毛
ん
例
外
は
あ
担
、
苧
さ

Z

で
家
を
庁
ゃ
、
警
機
関
の
人
主
も
、
ζ

…
一
て
い
る
話
で
あ
る
。
も
ち
い
二
日
家

1己
も
江
戸
一
需
に
は
曝

b
た
に
篠
設
さ
れ
た
神
奈
製
農
業
訟
一
湿
っ
た
。
近
惑
な
(
モ
デ
ル
)
一
塁
ヱ
協
定
で
研
究
の
成
果
や
新
し
い
知
識
一
…
送
り
出
し
て
お
り
ま
す
。
一
い
ま
は
ま
警
機
械
を
脅
し
、
ラ
ジ
オ
蓄
の
問
題
集
く
認
識
し
て
、
襲
と
…
一
与
一
童
話
州
大
住
郡
高
の
地
主
主
を
勤
め
て
い
る
。

か
一
臨
場
を
寵
し
た
。
一
議
警
;
の
慶
一
重
霊
思
議
機
一
を
農
家
の
人
々
や
各
地
の
普
及
所
量
一
…
だ
よ
い
と
し
て
、

ζ

れ
が
五
年
十
年
や
ア
イ
ロ
ン
か
け
ま
で
す
る
人
は
お
協
力
あ
ら
さ
と
を
希
望
し
事
。
…
で
撃
持
っ
て
い
た
。
い
ま
喜
美
喜
警
は
一
一
一
震
の
系
統
で
あ
る

一
帯
塚
市
の
農
繁
の
申
心
地
に
怒
線
的
各
一
式
の
変
佑
を
曙
へ
お
せ
ら
れ
光
。
農
耕
一
絡
を
寂
っ
て
…
経
常
や
山
知
市
市
に
ゃ
く
だ
光
一
川
も
先
に
な
る
と
、
一
止
践
の
紫
者
が
、
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
一
穫
の
名
人
袖
ケ
浜
一
一
議
良
雄
(
官
宮
人
)
…
一
徳
寺
が
所
在
す
る
泡
で
あ
る
。
彼
は
閃
か
ら
、
一
一
蒲
民
の
一
一
吋
ノ
町
民
高
誠
に
ち
な

っ
一
塁
な
へ
露
で
あ
る

J
喜
一
の
書
作
物
の
警
に
つ
い
て
の
す
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。
一
三
一
一
本
立
が
ま
宇
宇
部
長
室
一
一
皇
室
、
震
ん
で
き
一
一
エ
ツ

1
2
更
雲

針
転
向
特
設
問
題
し
民
諮
問
問
豆
諸
問
問
諮
問
一
望
た
ち
な
お
り
を
一
科
目
話
料
許
諾
う
せ
寝
室
し
て
い
た
よ
詩
詰
日
開

会
J

す
で
読
図
さ
れ
宍
喜
一
一
鐙
一
一
一
会
主
た
が
い
づ
れ
亀
吉
一
傷
害
警
な
さ
れ
で
い
る
。
五
銭
一
足
早
く
さ
せ
る
一
よ
奈
良
も
の
で
す
。
一
越
妻

I
jく
かE

の
と
っ
た
も
の
と
滋
わ
れ
る
。

一
十
万
円
と
一
買
う
総
額
で
襲
警
喜
一
い
露
童
基
々
で
あ
る
。
土
壌
胞
一
警
警
警
あ
る
。
講
師
は
試
験
揖
一

7

一
ほ
う
れ
ん
草

eも
っ
と
も
被
害
多
一
織
で
は
抱
え
止
づ

F
L
童
話
締
富
一
警
は
二
口
記
録
の
事

与
T
議
長
撲
に
於
て
宮
本
の
県
段
一
撃
で
は
県
内
の
土
壌
の
骨
警
そ
れ
一
般
禁
中
心
に
今
後
神
菊
川
重
喜
一
の
品
開
嵐
あ
と
の
そ
築
の
手
入
れ
一
陶
山
究
室
甲
て
い
な
い
。
八
百
年
の
長
い
間

一
警
は
随
一
と
一
語
れ
て
い
る
き
で
一
に
告
な
う
寄
生
産
力
を
ま
る
一
ら
し
く
掠
し
ま
る
と
一
耳
号
車
内
、
宗
一
蔀
喜
善
良
響
曲
に
な
る
と
沼
曹
の
棋
を
お
と
す
の
で
一
一
口
九
日
時
計
山
市
町
時
に
異
議
伏
し
た
も
の
に
声
が
い
な

一
一
日
ヤ
容
は
議
室
と
建
物
に
一
日
時
間
刊
誌
一
灯
時
一
町
一
時
間
九
九
九
計
上
寵
時
臨
時
九
時
三
モ
れ

5
5
2

保
し
な
叶
一
口
市
誌
記
都
町
一
一
議
れ
し
、
駒
山
震
の
宅
地
帯
ら

広
一
括
い
て
は
也
管
警
官
童
ハ
諜
一
手
書

Z

へ
ら
れ
普
海
道
額
一
塚
市
の
農
業
の
中
心
地
に
菜
、
県
下
一
肝
弔
問
主
計
上
九
日
誌
は
時
計
量
栴
す
る
と
見
事
え
る
き
に
五
警
エ
一
基
と
夜
空
富
士

一
L
謀
長
強
襲
よ
担
標
語
農
業
一
警
は
見
号
、

7
1
4
長
の
為
に
著
書
改
時
一
e
遣
な
ど
の
そ
寝
苦
さ
か
ん
に
喜
一
一
よ
く
な
り
ま
す
。
し
て
い
る
霊
長
「
喜
一

一
期
器
開
誤
円
J一
一
自
主
訂
正
一
一
一
一
一
一
時
一
一
一
一
部
詑
沼
一
一
一
一
括
的

e
f
i
h

一
富
市
と
心
室
ロ
い
苦
手
だ
ま
ら
一
白
皇
く
た
ち
な
お
一
一

d

露
信
じ
め
る
さ
つ
に
そ
だ
て
警
ら
一
回
て
来
ま
夏
場

臨
岡
氏
一
表
と
の
重
護
金
の
計
画
も
議
閉
さ

7せ
な
い
と
、
建
な
収
穫
を
霧
島
一
イ
ザ
、
署
長
官

i

ゲ
ン
裏
一
て
く
だ
さ
い
ま
れ
て
い
る

o

b

窪
川
一
転
。
試
験
場
の
今
後
に
告
書
を
ず
い
の
は
霊
ら
か
で
す
。
一
ヲ
ノ
当
り
百
五
十
グ
ラ
ム
入
れ
て
吋
一
審
@
ま
が
り
が
口
援
の

5

あ
し

、

a

富
一
残
し
て
お
い
と
ま
し
た
。
一
一
一
嘉
穂
し
、
蓄
を
た
ナ
け
る
ほ
か
一
に
関
係
し
て
く
る
の
で
、
喜
せ
の
と
ざ
い
家
が
替
の
ま
ま
の
土
地
に

よ
民
@
一
一
白
菜
@
品
種
の
も
の
は
、
平
均
気
一
ダ
イ
セ

i
y十
八
望
品
十
グ
ラ
ム
マ
よ
く
注
感
し
て
空
ず
る

C
と
が
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

幅
一
冊
四
一
志
向
同

C

以
下
(
十
月
下
旬
が
ら
)
一
一

聞
を
撒
布
し
て
病
震
予
防
す
る
必
褒
が
あ
一
大
切
。
滋
胞
も
車
め
に
や
る
よ
う
に
し
か
か
る
古
い
も
の
が
あ
る
乙
と
は

り
ま
す
。
.
施
間
最
も
一
割
獲
度
多
〈
す
ベ
吉
で
す
当
然
な
乙
と
と
言
文
る
だ
ろ
う
。

柑(!電車

議

議

の

f鱗吋暗号軍縮耕輔首n

一
程
一
吋
階
寵
お
膝
貌
陰
晴
符
今
後
輪
管
審
開
何
そ
の
処

一
一
二
階
土
厳
肥
料
潤
働
長
室
也
友
会
議
室

ほ
ドi
三
権

z
u
g
a

聖
書
室
士
君
主

ね
…
一
一
一
一
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昭和 34 年 10 月 1 の円

函連協会の内容を知りたい
倒縄抗日歯車に自書した行事のあるたび、国

一一連湯量というなまえをきくが、関
連窃きというりほどんな組議 ry，. また、

平家主曹1ぷあるときいているが、だれで

も入会できるものか。

花水台55 はJ l!ï建鴻苦手{主主喝)

答; 日本国禁連合協会とは、濁E号 1 人

1 人が関連の精持に徹するととも

に、全菌'\';(1)平拘への緩いと協力を、広

く世界に訴えることを目的とした民間団

体で、図察連合協会世界連想につながれ

霞速に対して有力な発言権をもっていま

す。この、地方支部りひとつとして神奈川

県本部〈県庁内〉があり、その 1 支部が

平塚にも組織されています。国連協会に

はどなたでも入会できます。会費は年額

五会員2日 0丹、思健会員 20∞門です。お

申し込みは市役所総務課内・支部事務局

あて。会員にはパッチ・月刊!J!lll運神奈川

をさしあげるほか、協会発行図書の割引

き頒布、講演、狭控室、研究会などへのご

招待をします。
国連協会神奈川県本部・平燦支部

31 告

10ワモヨTEL 

霊童皇室神察j時サランロ
平線市平塚人隠道路く土木出張所宣言〉

TEL 4 9 晶 11121


